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座･高円寺 
地域協議会 

杉並芸術会館（座・高円寺）の運営に係る基礎資料 

 

 

 

１ 杉並芸術会館（座・高円寺）の運営体制等 

（１）運営体制（イメージ図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

    

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

杉並区 
選任 

委嘱 

委嘱 

座･高円寺 

（平成21年5月開館） 

指定管理者 

NPO 法人劇場創造ネットワーク 

※Ｈ18～約 17 年間運営 

―指定管理業務― 

□施設維持管理 

□芸術文化普及振興事業 
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協力 

座・高円寺運営懇談会 

(区主催) 

指導・助言 

芸術監督 
区の文化行政担当顧問(専門非常勤） 
※佐藤信氏：Ｈ19～約 16 年間勤務 

○芸術文化普及振興事業に関する 
基本方針・事業計画の策定 

○事業の企画・実施に関する統括 

意見交換 
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（２） 芸術文化普及振興事業の財源確保 

  座・高円寺で実施している芸術文化普及振興事業について、杉並芸術会館の管理運営に関す

る基本協定書（以下「協定書」という。）第 29 条により、事業実施に要する経費の３分の１以

内で指定管理料を支払うこととしており、残りの３分の２については、指定管理者が文化庁か

らの事業助成や企業からの協賛金などを継続して獲得し、財源を確保している。 

 【実績】 

  下のグラフの事業経費と指定管理料の差額分を指定管理者が財源確保している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※R2：指定管理料が事業経費の３分の１を超えているのは、協定書に基づく 

指定管理料の返還(約 500 万円)により、消費税が減額されたことによる。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※R1 の「その他」：新型コロナウイルスの感染拡大の影響により施設が休館(令和２年３

月９～31 日)したことに伴う指定管理者の損害等の区負担分である。 
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※「杉並芸術会館の維持管理」平成29年度～令和3年度決算額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 座・高円寺運営基本方針に基づく事業実績 

（１）優れた舞台芸術の鑑賞機会の提供（協定書第３条基本方針(１）） 

 ①年間約 30 プログラムの舞台公演 

  座・高円寺１及びけいこ場を指定管理者の主催・提携公演事業用のホールと設定し、年間約

30 プログラムの公演を実施している。主催公演については、レパートリーとして繰り返し鑑

賞できるような作品作りを目指し、提携公演については、区とパートナーシップ協定を締結し

ている日本劇作家協会の推薦プログラムと、公募による舞台芸術作品、高円寺地域の四大まつ

り関連のイベント等を上演している。 

【実績】 

＜主催・提携各公演の公演回数・入場率(H29～R3)＞  
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②主催・提携各公演の令和４年度のトピックス 

主催公演 
５年ぶりとなる新作(星の王子さまを題材とした作品)を上演

した(９～10 月)。 

提携公演 
(劇作家協会推薦) 

座・高円寺１で公演する機会が少ない小規模な劇団（８団体）

が、座・高円寺１の舞台をシェアし、公演する (３月)。 

提携公演 
(公募公演等) 

座・高円寺２で公演実績を積んだ区内団体（１団体）が公募に

応募・選定され、座・高円寺１で公演した(４月)。 
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③指定管理者主催事業 

＜座・高円寺ダンスアワード＞ 

平成 23 年度に始まった当事業は、富山県で開催され

ているダンスコンクールの趣旨に賛同し、ダンス創作の

あたらしい才能を発見し育成することを目指して始め

た事業である。教育現場と交流を持つこと、海外の芸術

教育環境を学生たちに体験してもらうことにより、国際

交流と芸術分野における将来的な人材育成につなげる。

当初は韓国国立芸術大学と、令和元年からは、国立台北

芸術大学との共同プロジェクトとなっている（令和４年

度：出演者数 17 名、入場者数 96 名）。 

 

＜リトル高円寺＞ 

子どもたちにとって劇場を身近な存在にすることを

目指して始めた事業の一つ(平成 21 年度開始)。通年で

週末に開催している子どものためのワークショップ「絵

本の旅＠カフェ」「みんなの作業場」での活動を主軸に、

座・高円寺１を毎年ゴールデンウィークに遊び場に変身

させる。年ごとに変わる遊びの空間や遊びの内容は、制

作スタッフを中心に専門チームを組み半年かけて立案。

令和４年度からは、過去に「リトル高円寺」を楽しんだ子どもたち（中学生～社会人）も巻

き込み、世代を超えて話し合い、考え、遊ぶプロジェクトとして運営している（令和４年度：

入場者数 2,414 名）。 

 

＜世界をみよう！＞ 

年齢や国籍を問わず、乳幼児から楽しむことのでき

る、小さな舞台作品を世界各国から招へいし上演するプ

ログラム。平成 21 年度から毎年 7 月に実施。今までに

延べ52作品、15の国からアーティストを招いている（令

和４年度：入場者数 1,406 名）。座・高円寺で製作した

作品『ピン・ポン』は、平成 22 年度より毎年上演、平

成 24 年度からは文化庁巡回公演として選ばれるなど、

国内外で上演を重ねている。期間中、ロビーでは高円寺を中心とした古書店、雑貨店などに

よる「夏の本の楽市」を開催。来日アーティストによるワークショップも併せて実施してい

る。 
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＜劇場へいこう！＞ 

  区内等の子どもたちに優れた舞台芸術を見てもらうた

めのプログラム。毎年 9～10 月の約１か月間実施。初年

度の平成 21 年度は、区立小学校の４年生全員を劇場に無

料招待。平成 24 年度からは企業からの協賛金により中学

生以下の子どもたち全員を無料招待。平成 29 年度から

は、「劇場へいこう！サポーターズ」をつくり、地域の企

業、団体からも協賛金を得て、中学生以下の子どもたち

全員が無料となるプログラムを継続している（令和４年度：入場者数 5,086 名）。 

  上演作品は毎年２作品。宮沢賢治の作品をもとに食育や命の大切さを表現した西沢栄治演

出『フランドン農学校の豚～注文の多いオマケ付き～』。令和４年初演を迎えた最新作『小さ

な王子さま』は、イタリアの演出家テレーサ・ルドヴィコと美術家ルカ・ルッツァの３本目の

作品。『フランドン農学校の豚』は、文化庁巡回公演として４年連続選ばれる。 

 

＜ピアノと物語『アメリカン・ラプソディ』 『ジョルジュ』＞ 

 劇場プレイベント(平成 20 年度)から続くレパートリ

ー作品。出演者が変わることで、毎年新鮮な舞台を提供

することができる（令和４年度：入場者数 1,224 名）。

ロビーでは、公演に合わせて高円寺を中心とした古書

店、雑貨店などによる「冬の本の楽市」を開催。「みん

なの作業場」で子どもたちとワークショップで作ったク

リスマスの装飾の展示も毎年行っている。 

 

 

④主催・提携公演に係る広報・宣伝 

 ホームページ、ＳＮＳ、シアターコミュニケーションマガジン（毎年 3月、9月発行）、年間

の公演プログラム説明会（毎年 3 月末開催）等で主催・提携公演の広報・宣伝を行う。また、

１階ロビーに「道草カウンター」を設置し、区内の公演情報等を発信している。 

 

 

⑤主な受賞歴 

平成 26 年度 地域創造大賞（総務大臣賞） 

地域における創造的で文化的な表現活動のための環境づくりに特に功績のあった公立文化

施設を顕彰するもの 

平成 30 年度 児童福祉文化賞推薦作品 舞台芸術部門 『ピノッキオ』 

平成 28 年度～令和 3年度に主催公演として上演 

平成 30 年度 厚生労働省社会保障審議会推薦『フランドン～注文の多いおまけ付き』 

平成 30 年度～主催公演として上演 
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（２）区民等に対し、多様な文化活動や交流が行える場の提供（協定書第３条基本方針(３）） 

①座・高円寺２と阿波おどりホールを区民等に貸出 

 座・高円寺１(238 席)及びけいこ場は優れた舞台芸術の鑑賞機会の提供のために指定管理者

が主催・提携公演を実施するホールとする一方、座・高円寺２(256 席)及び阿波おどりホール

(130 名)については区民等へ貸出しを行っている（平成 29 年度～令和 3年度の 5年平均：座・

高円寺２区民利用率 80％、阿波おどりホール区民利用率 97％））。 

 

【実績】 

＜座・高円寺２及び阿波おどりホールの来場者数・稼働率(H29～R4 上半期)＞ 
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＜政令指定都市・特別区の劇場音楽堂等との稼働率比較(H30～R2 平均)＞ 

 

 

 
※①②から算出した３カ年平均（公表値は令和２年度まで） 

①平成 30 年度分 

「令和元年度劇場、音楽堂等の活動状況に関する調査報告書」の２番目に大きいホール及び３番目に大きいホールの稼働状況より算出。 

②令和元年度及び令和２年度 

「令和３年度劇場音楽堂等の運営に関するコロナ感染症影響調査報告書」のホール２の稼働率及びホール３の稼働率より。 

 

＜座・高円寺２及び阿波おどりホールの利用ジャンル＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

座・高円寺
利用コマ換算（1日3コマ）

政令指定都市・特別区平均※

日数換算（1コマ以上の利用で1カウント）
ホール２（座・高円寺２） 77% 63%
ホール３（阿波おどりホール） 65% 58%
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最新作「小さなお王子さま」 

公演終了後の質疑応答の様子 

（３）舞台芸術の普及・向上を図るための環境をつくり、発展させるための事業 

（協定書第３条基本方針(２)） 

座・高円寺では、幅広い世代が舞台芸術を学び、親しむことができる教育プログラムを、

年間を通して実施しており、施設としての特長の一つとなっている。 

 

①小学４年生を対象とした演劇鑑賞教室等(劇場へいこう！) 

  平成 21 年度から全区立小学校及び近隣私立小学校の４年生を、演劇公演（主催公演「劇場

へいこう！」）に無料招待している。また、希望する学校を対象に、その演劇の関連プログラ

ム(※)を行っている。 

 【実績】 

 
参加学校数 

(区立/私立) 

参加生徒数 

(教員含む) 

関連プログラム(※) 

参加学校数 

H30年度 41校/1校 3,654名 11校 

R1年度 41校/2校 3,930名 12校 

R2年度 0校/1校 88名 11校 

R3年度 14校/1校 1,338名 16校 

R4年度 38校/1校 3,576名 10校 

引率教諭用の手引きの事前配布や、公演終了後の出演者・スタッフによる質疑応答な

ど、単なる演劇鑑賞のみならず、児童に寄り添った取組を行っている。 

 

(※)＜希望校を対象とした関連プログラムの内容＞ 

・舞台裏の紹介（公演終了後に照明や音響、舞台上の仕掛けなどを説明） 

・リハーサルの見学（児童の鑑賞前に教員がリハーサルを見学できる） 
・学校でのワークショップの実施（出演者が学校に伺い、作品を題材に歌やダンス、 
発声などを児童に体験してもらう） 

・資料映像の貸出（教員向けの事前資料として） 
・保護者の方の観劇（児童と同じ日に希望する保護者も観劇可能） 

 

＜区立教員アンケート：評価する71％(H30)、81%(R1)、未実施(R2)、79%(R3）、84%(R4）＞ 
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②劇場創造アカデミー 

俳優、演出家、劇場スタッフなど劇場人の育成を目的とした演劇学校(２年制)を平成 21 年

度に開校。公共劇場として地域と結び付いた活動を展開する座・高円寺の事業に触れながら、

演劇や劇場について総合的に学ぶ。 

 

【実績】 

  修業中は、地域のイベントのボランティアとして協力するなど、地域貢献にもつながってい

る。修了後は、劇作家、演出家、俳優、劇場スタッフ、大道芸人、映像オペレーター、批評家

など、多地域に渡り活躍。 

＜令和３年度＞ 

 

  ＜卒業生数・区民率(直近５年間)＞ 

 

 

③絵本の旅＠カフェ（毎週土曜日実施） 

2,000 冊ほどの劇場の蔵書から、季節やイベントによって 250 冊ほどを２階カフェに設置。

その絵本を使った絵本の読み聞かせが「絵本の旅＠カフェ」で、開館時より続いている。大勢

を対象とした読み聞かせではなく、参加者(対象年齢：３歳以上)が自分の好きな絵本を選んで

一人一人読んでもらう。平成 21 年度から累計 473 回実施(令和５年１月末時点)。 

絵本を読む「本読み案内人」は登録したボランティアスタッフで、絵本好きな方、地域の方、

俳優や声優のたまごなど、多様な方が常時 20 名ほど登録している。 

 

 【実績(※延べ参加者数)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※コロナ禍のR2から約１年間、電話での読み聞かせ「もしもし便」を実施。 

年間授業数 授業発表・報告会 

288コマ 8回 

卒業生数 区民の割合（H30～R4平均） 

155人(～11期生) 41.8％ 
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④みんなの作業場（毎週日曜日実施） 

6～15 歳までの子どもたちが、演劇、美術、音楽、ダンスといった国内アーティストだけで
なく、「世界をみよう！」で来日した海外のアーティスト、銭湯、デザイン事務所、ふとん店
ほか、街で働く皆さんなど様々なジャンルの専門家を招いて「遊び」に挑戦しながら、表現す
ることの楽しさ、面白さを発見するワークショップ。コロナ禍も居場所がなくなった子どもた
ちに向けて人数を減らして開催。平成 21 年度から累計 553 回開催(令和５年 1月末時点)。 

 

 【実績(※延べ参加者数)】 

 

  

 

  

  

  

 

 

 

 

  

 

 

 ⑤若者のためのじっくりものづくり塾（毎週土曜日(下半期)実施） 

座・高円寺の舞台の小道具などをつくる場所「作業場」を中心に、小道具や衣装等のものづ

くりの不思議と面白さを伝える中高生に向けて行っている半年間のワークショップ(平成 23
年度開始)。出来上がった作品は３月に Gallery アソビバ(地下２階)に展示している。 

 【実績(※延べ参加者数)】 
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 ⑥おとなのための演劇ワークショップ 

  プロの実演家を演出に迎え、18 歳以上の大人を対象に、演劇をもっと日常的に楽しんでも
らうために行っているワークショップ(平成 23 年度開始)。上演作品を決めて稽古し、最終日
には観客の前で公演を行う。 

  

【実績(※延べ参加者数)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）地域の振興とまちづくりの視点を持った運営（協定書第３条基本方針(４）） 

①高円寺四大まつり(高円寺びっくり大道芸、高円寺阿波おどり、高円寺フェス、高円寺演芸

まつり)への協力 

 

＜高円寺びっくり大道芸＞４月(２日間) 

  高円寺びっくり大道芸実行委員会主催。平成 21 年に「座・高

円寺」のこけら落としに合わせて始まる。商店街内の特設会場

や座・高円寺劇場前広場、公園など高円寺の街全体を会場に、

アクロバット、ジャグリング、空中曲芸、中国雑技など、選り

すぐりのパフォーマンスが楽しめる。 

 

 ＜高円寺阿波おどり＞８月(２日間)  

  東京高円寺阿波おどり実行委員会及び東京高円寺阿波おど

り振興協会主催。昭和 32 年に、高円寺の街の賑わいを求めて

一つの商店街で始まった。その後、隣接する商店街から周辺町

会・自治会にも拡大し、現在では 1万人が踊り 100 万人の歓声

が響く、東京の夏を代表する風物詩と言われるまでに成長し

た。座・高円寺では本番の前の昼間の時間帯に、劇場を使った

舞台踊りを行っている。 
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＜高円寺フェス＞10 月(２日間) 

  高円寺フェス実行委員会主催。平成 19 年に始まり、近年は約 200 店舗前後が参加し、延べ

約 20 万人が街を訪れるイベント。様々なジャンルの音楽が鳴り響くストリートライブ、家族

で参加できるワークショップ、全国の味が楽しめるフードイベント、人気タレントのトーク

ショー、マニアックさが光る各種展示など、バラエティに富んだ催しが街のあちこちで開催

される。座・高円寺では、みうらじゅん、大槻ケンヂの二人によるトークショーが毎年行われ

ている。 

 

 ＜高円寺演芸まつり＞２月(10 日間) 

  高円寺演芸まつり実行委員会主催。平成 23 年に、以前から

高円寺の数か所で行われていた落語等の演芸を冬のイベント

として実施した。座・高円寺地域協議会での発案で始まる。

若手芸人を応援する落語、漫才、浪曲、漫談等多彩なプログ

ラムが、寺社、銭湯、カフェなど町の中の様々な場所で行わ

れていることが特徴。劇場で行う「座・高円寺寄席」は、高

円寺演芸まつりを締めくくる劇場寄席で、「二つ目」として当

イベントに参加した芸人が、今年「真打」として高座にあがる。 

 

 【実績】 

 高円寺四大まつりについては、会場提供や広報協力(ホームページ・マガジンへの掲載、

Gallery アソビバ（地下２階）での関連展示)、運営協力(舞台機構の相談、出演者のアドバイ

ス、ボランティア募集案内等)を行い、区民等の自主的な文化・芸術活動や商店街の振興を支

援した。 

 

 

②シアターコミュニケーションマガジンの発行（年２回）  

高円寺地域の店舗や地域に関連したテーマの特集と座・高円寺で

の主催・提携公演情報等を掲載した情報紙の発行。マガジンを通じて

地域との交流や地域の魅力発信を図る。１発行当たり 2 万 3,000 部

を区立施設（約 90 か所）や鉄道各駅（25 か所）、都内劇場等に配布

している。 
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③Gallery アソビバ（毎月） 

地下２階のロビーを「Gallery アソビバ」とし、開館中は   

誰もが楽しめる、プロの芸術家による絵画、写真、書、立体作

品や、地域の若手アーティストの展示、四大まつりに関連した

展示などを１か月単位で行っている。 

 

 

 

 

 

 ④座の市（マルシェ）の実施（月１回） 

  地元商店街と連携して、座・高円寺前広場で、毎月第３土曜

日に開催し、地元や交流自治体(北海道名寄市、静岡県南伊豆

町等)の野菜販売や地元飲食店による屋台が出店している。令

和３年度は約7,200名の来場があった。平成22年度から累計145

回開催(令和５年１月時点)。 

 

 

 

 

 

※座・高円寺の年間来館者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

15 

 

（５）区民との協働による施設運営（協定書第３条基本方針(５）） 

 ①杉並芸術会館運営に関する懇談会の実施（区主催） 

  当懇談会は、平成19年度に杉並芸術会館の指定管理業務について広く意見を聴くことを目

的として、区が要綱に基づき設置した。例年３回程度実施しており、前年度の事業実施結果や

次年度の芸術文化普及振興事業計画に対して、委員から意見を聴取している。 

＜運営懇談会の構成員（現在男性６名、女性１名）＞ 

・学識経験者         ４名 

・杉並区町会連合会の代表   １名 

 ・杉並区商店会連合会の代表  １名 

 ・杉並区文化団体連合会の代表 １名 

＜説明員＞ 

 ・指定管理者（館長） 

 ・杉並芸術会館芸術監督 

 ・杉並区文化・交流課（庶務含む） 

  

 

 ②「座・高円寺」地域協議会の実施 

  当協議会は、平成20年度に座・高円寺の開館を契機として、高円寺地域の方々が集い、高円

寺地域の活性化を図ることを目的として、商店街や町会の代表者により設置された。これまで

に、当協議会のアイデアから高円寺びっくり大道芸や高円寺演芸まつり、大衆演劇公演が実施

された。 

令和元年11月以降はコロナ禍で中止となっていたが、令和４年11月に理事会を開き、目的を

「座・高円寺の更なる発展と高円寺地域の活性化」に修正し、令和５年４月に再開予定。 

＜地域協議会の理事（現在男性12名）＞ 

・高南二丁目町会     １名 

・高円寺北庚申文化会   １名 

・高円寺純情商店街    １名 

・高円寺パル商店街    ３名 

・高円寺北二丁目町会   １名 

・エトアール通り商店会  １名 

・新高円寺通商店街    １名 

・高円寺あづま通り商店街 １名 

・高円寺南商店会     １名 

・高円寺北１丁目町会   １名 

  ＜庶務＞ 

   杉並区文化・交流課 


